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知見

▪サイコパシーは一般的にIPVと正の関連

▪ナルシシズムは一般的にIPVと関連しない

▪マキャベリアニズムとIPVの関連は嫉妬に調整される。

‒ 独占的嫉妬が高い場合，マキャベリが高いほどIPV

‒ 不安性嫉妬が低い場合，マキャベリが高いほどIPV

‒ 独占性嫉妬，不安性嫉妬はいずれも社会的に不適応なアウ
トカムをもたらす可能性のあるもの（後述）

▪調整効果に対する性別の調整効果は示されなかった。
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パートナー暴力（Intimate Partner Violence: IPV）

▪さまざまなパートナー暴力リスクファクター1

‒ Dark Triadはこれらを包含すると考えられる。
カテゴリ 例
メンタルヘルス うつ，不安
攻撃的思考/認知 交際関係での暴力受容
若い時の暴力 ケンカ，全般的な反社会行動
薬物使用 アルコール，マリファナ
危険を伴う性行動 8年生で性経験あり，セックスパートナー多数

恋愛/友人関係の質が悪い 敵意的なカップル関係，反社会的友人との関与

家族の質が悪い 両親の対立，子どもの頃の身体的虐待

個人の属性 子供の性別，人種
暴力的なメディア -
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カテゴリ 例 Dark Triad研究
メンタルヘルス うつ，不安 Egan et al., 2014; Jonason et

al., 2015; Muris et al., 2017

攻撃的思考/認知 交際関係での暴力受容 Jonason et al., 2015; Jones &
Neria, 2015; Paulhus, 2014;
Webster et al., 2016

若い時の暴力 ケンカ，全般的な反社会行動 Azizli et al., 2016; Jonason,
Baughman, et al., 2015

薬物使用 アルコール，マリファナ Azizli et al., 2016; Jonason,
Baughman, et al., 2015

危険を伴う性行動 8年生で性経験あり，セックス
パートナー多数

Jonason et al., 2009;
Jonason et al., 2011;
Jonason et al., 2012

恋愛/友人関係の質
が悪い

敵意的なカップル関係，反社会的
友人との関与

Jonason et al., 2009;
Jonason et al., 2011;
Jonason et al., 2012

家族の質が悪い 両親の対立，幼少期の身体的虐待 Jonason et al., 2013

個人の属性 子供の性別，人種 Book et al., 2015

暴力的なメディア - Book et al., 2016; Paulhus,
2014



▪IPVリスクファクターを
包含する個人特性として
Dark Triadが想定される。

▪Dark TriadもIPVの個人
特性としてのリスクファ
クター2, 3, 4

パートナー暴力（Intimate Partner Violence: IPV）

Mach

PsychNarc

IPV
IPVリスク
ファクター
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パートナー暴力（Intimate Partner Violence: IPV）

▪静的（個人特性）なIPV
リスクファクターとして
のDark Triad

▪トリガーとなる嫉妬の誘
発も促進？

Mach

PsychNarc
IPV

▪実際の暴力のトリガー
として嫉妬感情
（jealousy）5
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IPVとパートナー関係維持行動

▪進化的に，パートナー関係維持は重要6

‒ 生殖資源の確保

‒ 破局したら，また一からパートナー探し

‒ 自分の子以外への投資を避けるために見張っておく

‒ 物理的資源・協力の確保

‒ 長期的な協力関係によって子どもを育てよう！

‒ 継続的に資源供給や外敵からの保護をしてほしい
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IPVとパートナー関係維持行動

▪パートナー関係維持行動をポジ/ネガ観点で類型7

‒ パートナー暴力はコストを負わせる系の最も重篤な形8

・パートナーの監視
・パートナーへの否定的関わり
・ライバルへの否定的関わり
e.g., 束縛，脅迫，ライバルへの攻撃

・公への所有のサイン
・パートナーへの肯定的関わり
e.g., プレゼント，コミットメント

利益を与える系
（ポジティブ）

コストを負わせる系
（ネガティブ）
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嫉妬（jealousy）の役割

▪ネガティブな方略を促進するが，ポジティブな方略も促進する9。

‒ → 必ずしもIPVを促進するわけではない

▪どのような嫉妬がIPVに結びつくのか？

‒ 進化に基づく嫉妬の多次元性を考慮した嫉妬概念に着目10

‒ 反応性（reactive），独占性（possessive），不安性（anxious）

‒ 関係崩壊回避メカニズムとして合理的反応の側面（反応性）

‒ 架空のライバルの存在に対する反応の側面（独占性・不安性）
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嫉妬（jealousy）の多次元性

▪反応性嫉妬（reactive）

‒ 実際の関係脅威に対する反応

‒ パートナー関係維持&崩壊回避のためには合理的な反応

パートナー ライバル

動揺
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嫉妬（jealousy）の多次元性

▪独占性嫉妬（possessive）

‒ いずれも，想像上のライバルに誘発される嫉妬

‒ 内在化/外在化問題につながる

‒ → ネガティブな方略（→ IPV）につながると考えられる。

パートナー ライバル

干渉・コン
トロール

パートナー

▪不安性嫉妬（anxious）

パートナー ライバル

パートナー

不安
不満
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仮説の整理

▪独占性嫉妬と不安性嫉妬
がDark TriadとIPVとの
関連を調整する。

‒ 各嫉妬傾向が高いとき
にDark TriadとIPVの
正の関連が示される。

12

Narc IPV

Psych

Mach

Poss AnxReact

※調整変数から目的変数へのパスは煩雑になるため省略



仮説の整理

▪探索的に，性別による
調整効果の検証

‒ 嫉妬の表出ポイント
が性別によって異な
ることが示唆されて
いるため14, 15

‒ 男性は身体的な浮気に
より敏感

‒ 女性は情動的な浮気に
より敏感
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Narc IPV

Psych

Mach

Poss AnxReact

※調整変数から目的変数へのパスは煩雑になるため省略



方法：参加者と尺度

▪ウェブリサーチモニター1000名が参加

‒ 男女500名ずつ（Mage = 45.4, SD = 7.92）

▪嫉妬尺度日本語版16

‒ 15項目，各5項目，5件法

‒ もし、あなたのパートナーが他の異性と性的な関係を持っていた
ら、あなたはどれくらい動揺しますか（反応性嫉妬[Reactive]）

‒ 私は、自分のパートナーにはあまり多くの異性と関わってほしく
ない（独占性嫉妬[Possessive]）

‒ 私は、自分のパートナーが私より魅力的な人を見つけるのではな
いかと不安に感じる（不安性嫉妬[Anxious]）
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方法：尺度（続き）

▪Short Dark Triad (SD3) 日本語版17

‒ 27項目，各9項目，5件法

‒ 他の誰かに自分の秘密を教えないということは賢明なことだ
（マキャベリアニズム[Mach]）

‒ 周りの人は私を生まれながらのリーダーだと思っている（ナ
ルシズム[Narc]）

‒ 私は目上の人に仕返しや報復をしたいと思うことがある（サ
イコパシー[Psych]）

▪IPV尺度3

‒ 21項目，5件法

‒ 相手の身体を平手で打ったことがある。
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方法：手続き

▪オンラインで実施

▪インフォームドコンセント

▪尺度への回答

‒ 本研究で使用しない尺度も含む

▪デモグラフィックデータ

‒ 年齢，性別に加え，身体的特徴など含む
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方法：統計解析

▪階層的重回帰分析

‒ Step 1: Dark TriadとIPV

‒ Step 2: 一次の交互作用項

‒ Step 3: 二次の交互作用項

‒ 性別との交互作用項

17

Narc IPV

Psych

Mach

Poss AnxReact



結果

▪二次の交互作用効果(Step3)は
ns

‒ → 一次の交互作用について
報告
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Step1b Step2b
intercept 1.56** 1.55**

Mach 0.05* 0.05*

Narc 0.03 0.03
Psych 0.22** 0.22**

React -0.02 -0.02
Possess 0.02 0.02
Anxious 0.04* 0.05**

Gender1=m, 2=f 0.13** 0.13**

M×Re -0.02
N×Re -0.03
Ps×Re -0.02
M×Poss 0.09**

N×Poss -0.03
Ps×Poss 0.02
M×Anx -0.06*

N×Anx 0.03
Ps×Anx 0.06
M×Gen 0.08
N×Gen -0.12*

Ps×Gen 0.01
Re×Gen 0.03
Poss×Gen 0.03
Anx×Gen -0.07*

R2 .15 .19
ΔR2 .03
ΔF 25.78** 2.48*

Step 3b
M×Re×Gen -0.11
N×Re×Gen 0.09

Ps×Re×Gen 0.10

M×Poss×Gen -0.08

N×Poss×Gen -0.01

Ps×Poss×Gen -0.09

M×Anx×Gen 0.05
N×Anx×Gen 0.06
Ps×Anx×Gen -0.09

R2 .20
ΔR2 .01
ΔF 1.88



結果

▪所有性嫉妬が高くなるほど，
マキャベリアニズムとIPVとの
関連が強まる。
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Step1b Step2b
intercept 1.56** 1.55**

Mach 0.05* 0.05*

Narc 0.03 0.03
Psych 0.22** 0.22**

React -0.02 -0.02
Possess 0.02 0.02
Anxious 0.04* 0.05**

Gender 0.13** 0.13**

M×Re -0.02
N×Re -0.03
Ps×Re -0.02
M×Poss 0.09**

N×Poss -0.03
Ps×Poss 0.02
M×Anx -0.06*

N×Anx 0.03
Ps×Anx 0.06
M×Gen 0.08
N×Gen -0.12*

Ps×Gen 0.01
Re×Gen 0.03
Poss×Gen 0.03
Anx×Gen -0.07*

R2 .15 .19
ΔR2 .03
ΔF 25.78** 2.48*



結果

▪不安性嫉妬が低くなるほど，
マキャベリアニズムとIPVとの
関連が強まる。
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Step1b Step2b
intercept 1.56** 1.55**

Mach 0.05* 0.05*

Narc 0.03 0.03
Psych 0.22** 0.22**

React -0.02 -0.02
Possess 0.02 0.02
Anxious 0.04* 0.05**

Gender 0.13** 0.13**

M×Re -0.02
N×Re -0.03
Ps×Re -0.02
M×Poss 0.09**

N×Poss -0.03
Ps×Poss 0.02
M×Anx -0.06*

N×Anx 0.03
Ps×Anx 0.06
M×Gen 0.08
N×Gen -0.12*

Ps×Gen 0.01
Re×Gen 0.03
Poss×Gen 0.03
Anx×Gen -0.07*

R2 .15 .19
ΔR2 .03
ΔF 25.78** 2.48*



考察：知見のまとめ

▪仮説通り，独占性嫉妬がMachとIPVの関連を調整した。

‒ 独占性嫉妬が高いほどMachとIPVの正の関連が強い

‒ ※ Psychはどんな場合でもIPVと正の関連

‒ ※ NarcはIPVと関連しない

‒ が，男性の場合，Narcが高いほどIPVをする。

▪不安性嫉妬との交互作用は想定と異なる

‒ 不安性嫉妬が低いほどMachとIPVの正の関連が強い

‒ なぜ？独占性嫉妬とのアウトカムの違い？→新たなQ
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考察：新たなQと今後の展開

▪Q1. Dark Triadは嫉妬やIPVと異なる関連を示す。

‒ → 整理して性差する必要がある。

‒ 共通要素を抽出して「核」との関連の検証

‒ 独自の関連の理論的背景の整理
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考察：新たなQと今後の展開

▪Q2. 不安性嫉妬と独占性嫉妬のアウトカムの違いは？

‒ それぞれ異なる調整効果を示した。

‒ 不安性嫉妬は内在化問題，独占性嫉妬は外在化問題との関連が
示されるかもしれない。

‒ 不安性嫉妬が低いほどMachとIPVの関連が強い，はなぞ

‒ MachはデフォルトでIPV⇔不安性嫉妬が高いと低Machでも
IPV，という構図？

‒ ⇔ 外在化/内在化問題は相関するし，不安性嫉妬による内
在化問題のみが出現したとしても（現状）解釈できない。

▪→ 理論的背景を考慮しながら今後の研究が必要
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考察：新たなQと今後の展開

▪Q3. Dark Triadと嫉妬の交互作用効果に対する性別の調整効
果は示されなかった。

‒ 嫉妬生起のポイントが違っても，そのアウトカムは同じ？

‒ 一方で，独占性，不安性嫉妬は男性の方が高い

‒ 男性では，不安性嫉妬が低いとIPVが低いが，女性では不安性嫉
妬の高低にかかわらず相対的にIPVが高い。

‒ 不安性嫉妬×性別

‒ IPVの性差は有意ではない。

▪→ 今後の研究が必要
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考察：リミテイション

▪今回「嫉妬の覚えやすさの個人差」を扱った

‒ → あくまで特性として捉えられるもの

‒ ⇔ 実際に嫉妬が生起したときにIPVのトリガーとして
働くかを検証する必要がある。

▪自己報告によるデータだった

‒ → 実際に観察される行動を測定する必要がある

‒ シミュレーションゲームの応用など？
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まとめ

▪サイコパシーは一般的にIPVと正の関連

▪ナルシシズムは一般的にIPVと関連しない

▪マキャベリアニズムとIPVの関連は嫉妬に調整される。

‒ 独占的嫉妬が高い場合，マキャベリが高いほどIPV

‒ 不安性嫉妬が低い場合，マキャベリが高いほどIPV

▪ご意見がございましたら，喜入暁（きいれさとる）まで
ご連絡いただけると幸いです。

‒ s.kiire0518@gmail.com
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補足X：記述統計

Male Female

M (SD) M (SD) t d

IPV 1.54 (0.46) 1.58 (0.39) -1.71 -0.11

Mach 3.09 (0.59) 3.01 (0.59) 2.19* 0.14

Narc 2.33 (0.57) 2.09 (0.60) 6.44*** 0.41

Psych 2.42 (0.55) 2.13 (0.50) 8.80*** 0.56

React 4.33 (0.72) 4.34 (0.71) -0.24 -0.02

Possess 2.98 (0.92) 2.80 (0.89) 3.27** 0.21

Anxious 2.66 (0.98) 2.51 (1.00) 2.42* 0.15
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Table X. 記述統計量と性差



補足X：相関

IPV Mach Narc Psych React Possess Anxious

Mach .23**

Narc .19** .25**

Psych .34** .46** .52**

React .00 .03 -.07* -.08*

Possess .15** .16** .14** .22** .47**

Anxious .18** .22** .03 .24** .31** .54**

Gender 
(1=M, 2=F)

.05 -.07* -.20** -.27** .01 -.10** -.08*
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Table X. 相関係数



補足X：結果

▪男性の場合に，ナルシシズム
が高いほどIPVが高い
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Step1b Step2b
intercept 1.56** 1.55**

Mach 0.05* 0.05*

Narc 0.03 0.03
Psych 0.22** 0.22**

React -0.02 -0.02
Possess 0.02 0.02
Anxious 0.04* 0.05**

Gender 0.13** 0.13**

M×Re -0.02
N×Re -0.03
Ps×Re -0.02
M×Poss 0.09**

N×Poss -0.03
Ps×Poss 0.02
M×Anx -0.06*

N×Anx 0.03
Ps×Anx 0.06
M×Gen 0.08
N×Gen -0.12*

Ps×Gen 0.01
Re×Gen 0.03
Poss×Gen 0.03
Anx×Gen -0.07*

R2 .15 .19
ΔR2 .03
ΔF 25.78** 2.48*



補足X：結果

▪男性の場合に，不安性嫉妬が
高いほどIPVが高い

‒ ※不安性嫉妬が低いほどIPV
が低い
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Step1b Step2b
intercept 1.56** 1.55**

Mach 0.05* 0.05*

Narc 0.03 0.03
Psych 0.22** 0.22**

React -0.02 -0.02
Possess 0.02 0.02
Anxious 0.04* 0.05**

Gender 0.13** 0.13**

M×Re -0.02
N×Re -0.03
Ps×Re -0.02
M×Poss 0.09**

N×Poss -0.03
Ps×Poss 0.02
M×Anx -0.06*

N×Anx 0.03
Ps×Anx 0.06
M×Gen 0.08
N×Gen -0.12*

Ps×Gen 0.01
Re×Gen 0.03
Poss×Gen 0.03
Anx×Gen -0.07*

R2 .15 .19
ΔR2 .03
ΔF 25.78** 2.48*
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